
島民による島内ガイド

トビウオは本当に飛ぶ
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山形県 /酒田市 /とびしま未来協議会発行



んださげ、とびしま！
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　山形県唯一の離島、飛島。酒田港から北西39キロメートル（定期船で
75分）の日本海上に位置し、里海・里山の自然と、昔ながらの島の暮らし
の原風景がいっぱい詰まった小さな島（周囲10.2km、面積2.7km²）です。
　島の人口は230人余りで世帯数は約130。漁業と観光業が暮らしの中
心です。飛島でも人口減少や高齢化は進んでいますが、島のすばらしさに
魅せられた若者など様々な層のUIターン者がここ数年増え、新たな生き
方に挑んでいます。

　2011年には、島民、県、市、NPO、大学などが力を合わせて「とびしま未
来協議会」を発足させ、「離島振興計画」「地区防災計画」づくりや交流・
共創拠点「しまかへ」の運営などの事業を進め、島の未来を考え活動して
います。また、三島交流会（佐渡・粟島・飛島）などの相互交流で、地域づく
りの新しい風が吹いています。
　島民はもちろんのこと、島の応援団も一緒になって、みなさんを温かくお
迎えいたします！

飛島運動会の集合写真

なつかしい島の原風景に、新しさが光る飛島へようこそ！



自然 nature

   対馬暖流の影響を受ける飛島は、北

緯39度という高緯度に位置しながら年

間平均気温12度と暖かく、積雪もそれほ

どありません。

　飛島の自然の一番の特徴は、南と北の

動植物が混在していることです。陸には、

タブノキやヤブツバキなど暖地性の常緑

樹が群生する一方で、オオバナノミミナグ

サ、ハマナスなどの寒地性植物がみられ

ます。飛島の名を冠したトビシマカンゾウ

は、高山植物のニッコウキスゲが海浜環

境に適応したもので、毎年初夏に一面の

黄色い花を咲かせます。

　海に目を向けると、透明度の高い海底

にはサンゴ類がみられ、スルメイカやトビ

ウオなど暖流に乗った回遊魚や、タラ、

ホッケ、ミズダコなど北の魚介類や海藻

が四季を通じて獲られています。

  飛島は、多数の渡り鳥が飛来する地と

しても知られています。毎年５月と10月に

は多くの野鳥愛好家で賑わい、じつに

300種近くの渡り鳥が観察されています。

  また飛島は、昭和38年に鳥海国定公

園の一部に指定され、平成26年からは

ジオパーク認定に向けた動きもスタート

しています。豊かで多様性に富んだ島の

自然は、当地を訪れる多くの人々を魅了し

ています。
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トビシマカンゾウ

チョウセンメジロ

澄み切った青い海

タブノキ

澄み切った青い海



文化 culture

　島の歴史はおよそ6000年前の縄文

時代に溯ります。館岩の崖上には中世

以前と思われる砦跡の石垣が遺され、

謎の洞窟として知られるテキ穴からは

平安時代の遺物が出ています。「平家

盛・源氏盛」と呼ばれる古塚は、島に漂

流した平家の落人の甲冑が埋められて

いると伝えられています。

　江戸時代から明治中頃まで、飛島に

は多くの北前船が寄港しました。滞在

する船乗りたちは島内の神社に航海の

安全を祈って参拝しました。とくに龍

神が棲むといわれる御積島は、漁民や

船乗りの篤い信仰を集めました。御積

島、明神社、そして亡き人の魂が集ま

るという塞の河原…。島の西方は、聖

地、霊地として意識されてきた場所で

した。

　島の台地上に鎮座する小物忌神社

は、鳥海山大物忌神社とは対になる神

社で、十世紀の書物『延喜式』にも記

載されている古社です。毎年7月14日

には、両社でかがり火を焚きその見え

方で豊漁、豊作を祈願する「火合わせ

神事」が行われています。

  飛島には、漁民や船乗りなど、海に生

きる人々によって培われてきた歴史や

文化が今なお息づいています。
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火合わせ神事 中村地区の祭り

天保時代から伝わる獅子頭法木地区の天狗舞

おしゃく

おものいみ

えんぎしき

おおものいみ

さい

みょうじんしゃ

じま

あつ



島のミューゼアム澗
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行政 administration

　中村地区に酒田市役所の出先機関である「とびしま総合センター」があ
ります。ここでは、住民登録や印鑑登録などが行えます。粗大ごみを出す
時や、し尿回収のお金もここで払います。飛島全体の地域活動を担う「飛
島コミュニティ振興会」の事務局もセンター内にあります。
　センターでは様々な行事が開催されます。年に数回開催される「介護予
防講座」や秋の文化祭「いわゆり祭」もセンターが会場です。その他、会
議や小さな集まりの多くもセンターで行われています。

通信 telecommunications

　インターネットはＡＤＳＬが利用可能です。携帯用インターネット端末
を使用している人もいます。携帯電話はdocomo、au、SoftBankが利用出
来ます。集落の無い島の西側では圏外になる場所も一部あります。

防災 disaster prevention

　飛島は日本での女性消防団発祥の地です。現在は男女の別なく消防団が
組まれ、各地区に放水車が配備されています。
　小中学校グラウンドが災害時避難所になっていて、各集落から避難路で
つながっており、毎年総合避難訓練が行われています。また、防災放送や
防波堤の改良工事も行われています。

生活 utilities

買物 shopping

　酒店が１軒、酒・食料品店が１軒、薬・雑貨店が１軒、勝浦地区にあり
ます。商店を利用する他、本土へ行った時にまとめ買いしてくる人が多い
です。なかなか本土へ行く機会がない場合は通販を利用しましょう。届い
た荷物は、基本的に自分で港まで取りに行きます。自宅用に野菜を作って
いる家も多く、買い物をする機会は本土よりは少ないです。収穫した野菜
や魚をおすそ分けする場面もよく見られます。

金融 finance

　金融機関は郵便局と漁協。銀行はありません。
　郵便局にはＡＴＭもあります。ゆうパックの利用頻度は高く、畑で穫れ
た野菜などを日本全国に送れます。
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島内に火力発電所があり、電気は充分に供給されています。
島内９ヶ所のダムから水を引いていますので、夏場でも水は充
分に供給されています。公共下水道はないため、トイレは簡易
水洗や汲取式が主です。
プロパンガスです。島外から来る業者が１社あります。
漁協から買います。買う時は職員に依頼して家庭用灯油タンク
に詰めてもらいます。
携行缶を定期船に乗せ、本土のガソリンスタンドから買いま
す。
黒袋① - 燃やすごみ（紙、布など）
黒袋② - 燃やすごみ（ビニールなど）
赤袋　 - 燃やせないごみ（プラスチック、金属、陶器など）
緑袋　 - ペットボトル
青袋　 - びん、缶
酒田市内（本土）とは分別方法が違います。
黒袋①は毎週月曜日・木曜日に最寄りの集積所に出します。そ
の他は各地区にある集積所に持っていき、月に一度曳船で酒田
に回収されます。家電などの粗大ごみはとびしま総合センター
に申請して集積所に出します。

電  気
水  道

ガ  ス
灯  油

ガソリン

ご  み

飛島での暮らしについて
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医療 medical

　勝浦地区に診療所があります。本土の総合病院と連携しており、診療所
で対応しきれない緊急の場合等には、本土からドクターヘリの対応もあり
ます。

　飛島への移住についての相談は、「とびしま総合センター」で受け付けて
います。季節の暮らしぶりや地域行事などを含め様々な案内を受けること
ができます。離島という特性上、本土では当たり前なことでも飛島ではなか
なか思うようにいかないこともあります。具体的な相談はとびしま総合セ
ンターで応じています。 　
　飛島は漁業と観光業に従事している方が多い島ですが、その他の仕事に
ついても、相談者のニーズに応じて、専門の部署が対応しています。 　
　また、飛島には３人の「移住定住アドバイザー」が設置されており、飛島で
の実際の暮らしと仕事について親切丁寧に説明案内していますので、ぜひ
気軽に相談してみてください。

交通 traffic

　市営定期船が酒田-飛島間を片道75分で結んでおり、通常１日１往復、
観光シーズンは１日２～３往復運航しています。飛島に住所がある65歳以
上の方に対し、定期船運賃の助成があり、島民運賃の４割助成券が年に６
枚発行されます。
　島内交通は徒歩、自転車、自家用車とそれぞれです。勝浦地区から法木
地区までは徒歩で約１時間です。バスやタクシーはありませんが診療所と
各集落を結ぶ通院カーがあります。

（NPO法人パートナーシップオフィス）

電話 phone number

とびしま総合センター　0234-95-2001

飛島診療所　　　　　　0234-95-2021

定期航路飛島連絡所　　0234-96-3011

飛島駐在所　　　　　0234-95-2015

飛島郵便局　　　　　0234-95-2050

とびしま未来協議会　0234-26-2381

教育 education

　とびしま総合センターの隣に酒田市立飛島小・中学校があります。
　就学前児童を対象にした託児所もセンター内にあります。現在対象とな
る児童はいないため閉所中ですが、必要に応じて開所されます。
　島内に高校は無く、高校に進学する際は本土での生活となります。

福祉 welfare

　中村地区に介護事業所があります。飛島に居住し、要介護認定を受けて
いる場合にサービスを受けられます。サービス内容はデイサービス、
ショートステイ、ヘルパーによる訪問生活支援などです。　

移住定住に関わるウェブサイト

◎とびしま未来協議会ホームページ
　http://tobishima.info/
  「とびしまインフォ」で検索

◎酒田市のＵＩＪターン情報・相談窓口ホームページ　
　http://www.city.sakata.lg.jp/ou/kikaku/seisaku/suishin/21022.html
   「酒田市ＵＩＪターン」で検索

◎山形県の移住希望者向けポータルサイト「すまいる山形暮らし情報館」
　http://www.pref.yamagata.jp/ylife/index.html
   「山形県移住」で検索

移住相談先

◎とびしま総合センター（移住定住アドバイザー）（電話0234-95-2001）



アラメ漁の様子とびしま総合センター
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さん
生まれも育ちも
飛島の酒田市職員

さとう  た ま き

　保育士として飛島に戻り21年勤め
た後、とびしま総合センター職員として
16年目。生まれ育った飛島が好きで嫁
ぎ、33年が経ちました。
　とびしま総合センターは、酒田市役
所飛島出張所として業務をしておりま
す。コミュニティ振興会の事務局もあ
り、在宅ケアセンターとしてデイサービ
ス、ショートステイも行っています。生ま
れ育った島で１日でも長く暮らしたいと
いう島民の気持ちを大切にして窓口を
広くし、常に声掛けを心がけています。

　時代の流れには勝てず、飛島にも少
子高齢化の波が押し寄せています。
　本土と比べれば、便利な生活とは言
えない面もありますが、自分の動き方、
考え方次第で自給自足ができ、四季
折々の食材が楽しめ、収穫できます。
　現在の飛島では、いろいろな知恵や
手伝い力はありますが、主動力となる若
さと考え方、エネルギーを与えていただ
きたいです。
　山形県唯一の離島、自然豊かな飛島
に息吹きを与え、自然にあふれる宝を
育て、保持していきましょう。また、地域
文化を絶やさぬように、家族での移住
も大歓迎いたします。

佐藤 環

とびしま総合センター所長

（　　　）
（飛島コミュニティ振興会会長 / 経験豊かなベテラン漁師）

　私は飛島で生まれ、飛島で育ちまし
た。昔は今と違って学校を卒業したら
漁師になる人の方が多かったくらいで
したし、魚を捕ることが本当に好きな
私は、よく学校の授業をほったらかし
て友達と魚釣りに出かけていたもので
す。冬はアワビ・タコにタラ、春から夏
にかけてはアラメやワカメ等の海藻に
トビウオ、秋以降はサザエやマグロな
ど獲れるものも様々で海に出て飽きる
ことがありません。

　飛島は、便利さでは都会にはかなわ
ないけれども、きれいな海や季節ごと
に採れる山菜の豊富さなど自然環境
や食べ物では絶対に負けません。
　そんな飛島も高齢化がどんどん進
み、島に移住したいと考えてくださる
方々の力が本当に必要だと感じます。
まずは、移住・定住と固く考えずに飛
島に来て、その良さを体感していってく
ださい。
　そして本当に住みたいと気持ちが固
まったその時は、全力で支援いたしま
す。

佐藤 勝一

とびしま移住定住アドバイザー

さん
 さとう    か つ い ち



利用者とスタッフの集合写真 島のカフェスペースしまかへ
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　移住当初は、生活、仕事、子ども達の

学校のことなどが心配でしたが、島の

方々にあたたかく見守って頂き、今は不

便がゆえの豊かさを感じる充実した日々

を送っています。

　「和楽」は、福祉の側面から雇用を生

み、島民一人ひとりが安心して暮らして

いけるようにサービスに繋げています。

主にとびしま総合センターでの在宅介護

サービスを展開。スタッフ７名元気に頑

張っています。

　今、飛島では若い力が不足しています。

特に子育て世代の私たちもそうですが、

子ども達も「仲間」を求めています。小中

学校はマンツーマン授業で、一人一人に

向き合い、ここでしか出来ない体験を通

して、人と人との繋がりの大切さや、豊か

な人間性を育てる最適な環境にあると

思います。島に子どもが増えること＝（イ

コール）島の未来が繋がっていくこと、更

に若い力が増えることで島は元気になり

ます。家族での移住に限らず、子どもだけ

の離島留学などにも繋げていけたらいい

なと思っています。ぜひ一度、島暮らしを

体験しにいらして下さい。お待ちしていま

す！

　飛島生まれで中学生まで飛島で生

活した後、高校進学のため島を離れ

酒田市内へ。大学を卒業後、飛島と

関わりの深いNPOに就職したことを

きっかけに、飛島にUターンしました。

飛島出身の若者が平成25年3月に設

立した「合同会社とびしま」に所属し、

飛島に雇用を生むために様々な活動

に取り組み、島内での6次産業化を目

指しています。現在は主に島のカフェ

スペース「しまかへ」の運営を担当して

います。

　飛島は、とても豊かな島です。モノ

がありふれている現代社会では想像

できないほど、モノを大切に使う暮ら

し、文化、歴史が残っています。四季

折々の美味しい魚や野菜が豊富で、お

腹も心も満たされます。

　そしてなんといっても、人と人のつ

ながりがあったかくて、深い、そんな島

です。飛島での暮らし、始めてみませ

んか。

（平成21年に移住し介護事務所「和楽」を設立・経営）

渋谷 わか

とびしま移住定住アドバイザー

さん
 しぶや

（飛島出身で平成24年にUターン。「しまかへ」店長）

渡部 陽子

とびしま移住定住アドバイザー

さん
 わたなべ ようこ
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飛島へのアクセス

定期船運航情報については、
酒田市定期航路事務所（電話0234-22-3911）へ

移住者の声

平成26年12月、豊かな自然に惹かれこの飛

島に子供と2人で移住しました。東京から出た

事のない不安な気持ちなど直ぐに無くなる

程、飛島の方々の温かな対応。島民の方々か

ら子供に声を掛けて大切にしていただき、また

学校の先生方も他では負けない程の優しさと

パワー。今では毎日が幸せです。

小池 貴子さん
こいけ たかこ ふじはし じゅんや

平成24年4月から飛島に住んでいます。本州

の端っこ山口県からトビウオのように北上し

てきました。島では、合同会社とびしまに所属

し、デザインを担当しています。毎日のように島

の人たちから、たくさん美味しいものを食べさ

せられて太ってしまいました。心も体もお腹

いっぱいの飛島へ遊びに来てください！

松本 友哉さん
まつもと ともや

定年を機に平成26年5月に青森県三沢市か

ら移住し、同年7月から開店した「カフェ・ビヨ

ンド飛島」で、ホットドックやハンバーガーなど

を販売しています。

飛島での生活は、不便で大変な事もいろいろ

とありますが、島民の方々に助けられ、充実し

た日 を々送っています。

藤橋 潤也さん

大学1年生の時から飛島に通い、平成24年4

月、大学卒業とともに移住しました。合同会社

とびしまに所属し、地域資料館「島のミューゼ

アム澗(にま)」の館長をしています。飛島で過ご

す日々は、何度季節を繰り返しても新しい感動

があります。山や海の自然、島民の皆さんの漁

村ならではのお話など、楽しみは尽きません。

小川 ひかりさん
おがわ


